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18. 早川貴行，岡春菜，中村純子，山下惣平，岡達二郎：低緊張の発達障害児における傾斜



板の使用が描写結果に及ぼす影響．作業療法 40 巻 1 号，2021 

19. 岩田 健太郎 , 北原 エリ子 , 高橋 哲也 , 長谷川 信 , 横田 一彦：COVID-19

治療最前線での理学療法—第 2 波，その先に向けて．理学療法ジャーナル 54(7) 796-801，

2020 

20. 本田 明広 , 岩田 健太郎 , 西原 浩真 , 下雅意 崇亨 , 伊藤 翼 , 中嶋 璃奈 , 

山田 莞爾 , 稻垣 優太 , 土井 朝子 , 富井 啓介 , 幸原 伸夫：COVID-19 に対

する理学療法士としての挑戦—1 を救い 10 も救うことができたか？急性期から地域連

携まで．理学療法ジャーナル 54(7)819-826，2020 

21. 佐々木康介.: 【現場のノウハウ大公開！レスピカ流呼吸不全患者の“みんなで行うリハ

ビリテーション”～医師・ナース・若手セラピストが知りたいコツを教えます～】（Step.2）

呼吸リハで重要な 7 つのトレーニング ROM エクササイズ・ストレッチング. みんな

の呼吸器 Respica. 2020; 18: 632¬–636. 
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Respica. 2020; 18: 642¬–646. 

 

 

学会報告 

 

 

1. 岩田健太郎：内部障害を合併したサルコペニア・フレイル患者の再入院予防のための医

療介護連携．第 4 回日本老年薬学会学術大会．神戸．2020/06/06 

2. 大塚 脩斗, 岩田 健太郎, 北井 豪, 下雅意 崇亨, 中田 歩美香, 滝本 龍矢, 金 

基泰, 江原 夏彦, 小山 忠明, 玉木 彰, 森沢 知之, 古川 裕, 本田 明広.: 経カ

テーテル大動脈弁植込術（TAVI）患者における術前 6 分間歩行距離と退院後歩数との

関連. 第 26 回心臓リハビリテーション学会, 福岡（web 開催）, 2020/7/18-19. 

3. 森沢知之、大塚翔太、高村剛、田原将之、越智祐介、高橋陽、大浦啓輔、岩田健太郎、

櫻田弘治、高橋哲也：高齢心臓外科術後の入院中の身体的フレイルの回復の有無は短期

予後に影響する．第 84 回日本循環器学会．京都．2020/08/02 

4. 岩田健太郎、本田明広、北井豪、古川裕：ICT を活用した多職種連携情報共有システム

による在宅心臓リハビリの実践．第 84 回日本循環器学会．京都．2020/08/02 



5. Kentaro Iwata, Takeshi Kitai, Akihiro Honda, Takayuki Shimogai, Shuto Otsuka, 

Ryuya Takimoto, Kanji Yamada , Yutaka Furukawa, Nobuo Kohara, Akira Ishikawa 

Clinical Impact of Functional Independent Measure on the Prognosis of Patients 

With Acute Decompensated Heart Failure. Heart Failure Society of America Annual 

Scientific Meeting 2020. Cleveland. Ohio. 2020/09/18 

6. 岩田健太郎：第 3 波に向けた理学療法士の対策－COVID-19 第 1 波の最前線の経験か

らー．日本理学療法士協会 新型コロナ感染症対策本部．東京．2020/09 

7. 矢嶋優磨、藤田俊史、安田義：両肩腱板術後再々断裂に対し左 ARCR と右 ASCR を施

行した１例.第 17 回日本肩の運動機能研究会．2020/10/9-10 

8. 西原浩真、岩田健太郎、本田明広：新型コロナウイルス患者に対する早期リハビリテー

ション-第 1 波における緊急時チームビルディングの経験-. 日本集中治療医学会第 4 回

関西支部学術集会, 奈良, 2020/10/31 

9. 岩田健太郎：職場内教育モデル（高度急性期・急性期 1）．日本理学療法士協会 管理

者教育モデル．東京．2020/11 

10. 西原浩真、岩田健太郎、下雅意崇亨、伊藤翼、幸原伸夫、本田明広：新型コロナウイル

ス患者リハビリテーションチームの介入における Team STEPPS の有効性. 第３回日

本理学療法管理部門研究会 2020/11/5 

11. 西原浩真、岩田健太郎、下雅意崇亨、伊藤翼、幸原伸夫、本田明広：緊急時のリハビリ

テーション体制構築に対するタックマンモデルの有効性-新型コロナウイルス患者に対

するリハビリテーション介入の取り組み-. 第３回日本理学療法管理部門研究会

2020/11/5 

12. 岩田健太郎：急性期・回復期＆在宅リハビリテーション対策 コロナ禍で止めるな！地

域連携．第 3 回日本理学療法士学会理学療法管理部門研究会．埼玉．2020/11/08 

13. 岩田健太郎、西原浩真、下雅意崇亨、伊藤翼、横山璃奈、山田莞爾、稻垣優太、本田明

広、幸原伸夫:ICU におけるリハビリテーション医療 Q&A の作成を通して ～理学療法

士の立場から～．第 4 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集．神戸．2020/11/18 

14. 岩田健太郎：急性期はどれだけ安静にすれば気がすむのか？リスク偏重主義へのアン

チテーゼ．第 18 回日本神経理学療法学会学術大会．京都．2020/11/28 

15. 稻垣優太、西原浩真、岩田健太郎、下雅意崇亨、前川侑宏、伊藤翼、横山璃奈、山田莞

爾、幸原伸夫、本田明広：新型コロナウイルス肺炎による人工呼吸器管理に加え、脳症

を合併した症例のリハビリテーション経過の報告．第 18 回日本神経理学療法学会．

2020/11/28-29 

16. 木村優太、篠田琢、前川侑宏、岩田健太郎、本田明広：歩行困難となった重症 GBS に

対し、体幹機能に着目した介入を行い、歩行を獲得した症例.第 18 回日本神経理学療法

学会．2020/11/28-29 

17. 岩田健太郎、西原浩真、下雅意崇亨、伊藤翼、横山璃奈、山田莞爾、稻垣優太、本田明



広、幸原伸夫、富井啓介：COVID-19 によるリハビリテーションへの影響とその対応

について．COVID-19 シンポジウム COVID-19 と戦う神戸市立医療センター中央市

民病院～当院の体験から未来への提言～．神戸．2020/11/29 

18. 前川侑宏：当院における COVID-19 禍の脳卒中リハビリテーションの現状と課題.第 3

回 Kobe Stroke Joint Meeting.バイエル薬品株式会社.2020.12 

19. 岡田一貴, 浅井康紀, 小柳圭一, 田村亮太, 本田明広, 幸原信夫：HAL と複合した作業

療法の一事例 自宅での転倒頻度軽減・屋外外出機会の獲得に着目して. 第 26 回兵庫県

作業療法学会, 2020/12/6 

20. 下雅意崇亨：ワークショップ 5「いつ始めるの？早期離床」ICU 対室後のリハビリテー

ションを見据えた早期離床. 第 42 回日本呼吸療法医学会学術集会,京都,2020/12/20 

21. 安藤柚月：初発間質性肺炎の急性増悪を生じた高齢患者に対する運動処方に関する検

討．令和 2 年度 兵庫県理学療法士会 神戸東ブロック新人発表会,神戸，2021/2/6~2/13 

22. 加納柚希：被殻出血後、随意性が低下し長下肢装具歩行により、歩行能力が向上した一

症例．令和 2 年度  兵庫県理学療法士会  神戸東ブロック新人発表会 ,神戸，

2021/2/6~2/13 

23. 林美穂：脱髄型ギランバレー症候群を呈し感覚障害により独歩獲得に難渋した症例．R2

年度 兵庫県理学療法士会 神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表会,神戸，2021/2/6~2/13 

24. 入手佑規：両側延髄内側梗塞から歩行障害を呈した症例～歩行補助具の検討について

～．R2 年度 兵庫県理学療法士会 神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表会,神戸，2021/02/6-2/13 

25. 橋本和哉：第１腰椎破裂骨折を呈した患者に表在感覚刺激を行い歩行時の骨盤動揺が

改善した症例 . R2 年度 兵庫県理学療法士会  神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表会 ,神

戸,2021/2/6~2/13 

26. 奥田寛之：視覚障害と片麻痺を呈した患者が移乗動作の介助量軽減に至った 1 症例 R2

年度 兵庫県理学療法士会 神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表大会，神戸（Web 開催），2021/2/6~2/13 

27. 寺本美乃里：急性心筋梗塞後に漸増的な運動負荷トレーニングを行い運動耐容能の向

上を認めた症例. R2 年度 兵庫県理学療法士会 神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表会, 2020/02/07-13 

28. 向井康人：歩行時の足部クリアランス低下に対し、体幹及び肩甲帯に着目した脳梗塞症

例. R2 年度 兵庫県理学療法士会 神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表会,神戸,2021/2/6~2/13 

29. 善本航基：左視床出血患者の姿勢制御障害に着目し，トイレ動作の介助量軽減に至った

症例. R2 年度 兵庫県理学療法士会 神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表会,神戸,2021/2/6~2/13 

30. 佐藤大地：右視床出血により左体幹筋の低緊張を呈し，歩行障害を呈した症例．R2 年

度 兵庫県理学療法士会 神戸東ﾌﾞﾛｯｸ新人発表大会，神戸（Web 開催），2021/2/6~2/13 

31. 饒波咲野、皐月幹太、伊藤翼、山田莞爾、西原浩真、岩田健太郎、本田明広. 近畿理学

療法学術大会、大阪、2021.02/07 

32. 岩田健太郎、西原浩真、下雅意崇亨、伊藤翼、横山璃奈、山田莞爾、稻垣優太、本田明

広、幸原伸夫、瀬尾龍太郎：多職種で支える COVID-19 患者のリハビリテーション．



第 48 回日本集中治療医学会学術集会．東京．2021/02/12 

33. 下出優：パネルディスカッション 当院での作業療法の取り組み～患者主体の生活を

目指して～．心臓リハビリテーション学会 第 6 回近畿支部地方会．2021/02/20-21 

34. 大塚 脩斗.: パネルディスカッション 1“レジスタンストレーニングを再考する” サ

ルコペニア合併心不全患者のレジスタンストレーニング. 第 6 回心臓リハビリテーシ

ョン学会近畿地方会, 神戸（web 開催）, 2021/2/20. 

35. 寺本美乃里, 岩田健太郎, 佐々木康介, 谷口佳穂, 大塚脩斗, 下雅意崇亨, 北井豪, 本田

明弘, 幸原伸夫, 古川裕：長期人工呼吸器管理となった急性心筋梗塞後にマルチドメイ

ンからなる課題特異的な運動療法を行った症例. 第 6 回日本心臓リハビリテーション

学会近畿地方会, 2021/02/20-21 

36. 市瀬裕也、岩田健太郎、稲垣優太、椿淳裕、大塚脩斗、下雅意崇亨、北井豪、本田明広、

江原夏彦、幸原伸夫、古川裕：経カテーテル大動脈弁植込み術患者における身体機能と

認知機能が 6 ヶ月再入院に及ぼす影響．日本心臓リハビリテーション学会第 6 回近畿

支部地方会．2021/02/20-21 

37. 中元里咲：工程に分けた動作練習と足底への感覚入力を行いトイレ動作獲得を目指し

た症例 . 兵庫県作業療法士会 2020 年度  現職者共通研修事例報告・事例検討 

2021.02.28 

38. 渡邊翔：C5-6 不全損傷患者に対し、食事方法の検討により食事介助量の軽減を認めた

一例． 兵庫県作業療法士会2020年度 現職者共通研修事例報告・事例検討 2021.02.28 

39. 沖侑大郎、関川清一、山田莞爾、木村雅彦、神津玲、玉木彰：Post-COVID-19 Functional 

Status Scale 日本語暫定版の開発．第 30 回呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集

会, 京都, 2021/03/19-20 

40. Kimura Y, Iwata K, Shinoda T, Ichinose Y, Ohya S, Inagaki Y, A Maekawa, Tsubaki 

A: Low mascle mass predicts poor walking function at discharge in patients with 

anterior circulation stroke not in posterior circulation stroke: International Stroke 

Conference 2021, Unided States of America, 2021/3/17-19  

41. 岩田健太郎：レジデント教育による将来を見据えたジェネラリスト育成．全国大学理学

療法学教育学会．新潟．2021/03/13  


